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富山市立城山中学校 第１学年 

●◇●奇跡的な出逢いを大切に●◇● 
「修了式まであと○日」と、「令和３年度チーム城山１学年」の解散までのカウントダウンカレンダー

が各教室に掲示される頃となりました。一日一日と日数が少なくなっていくことに、淋しい思いになる

とともに、残りの生徒との関わりを大切に過ごそうと思う今日この頃です。たくさんの生徒と教員がい

る中で、奇跡的に出逢う運命になっていた私たち。生徒、教員そして保護者、地域の方々･･･、多くの

方々に支えられていることに感謝をし、学年目標「一心同体」の達成に向けて、１年のまとめを確実に

していこうという思いを学年全体で共有していきたいと思います。   １学年主任 須波 昌美 

  
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

□◆□ 喫煙防止教室 □◆□ 令和４年１月２６日（水） 

講師：学校医 水野クリニック 水野一郎 先生   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

学年生徒会主催で冬休み明けテストの確認テストを実施しました。クラス対

抗で５教科各 10点の合計 50点満点で行い、期間中は、クラスで冬休み明け

テストを振り返るなどの取組が見られました。見事 G-１グランプリになった

クラスならびに合計 45点以上の生徒の皆さん、おめでとうございます。 

今後も学年全体で、学力向上を目指して取り組んでいきたいです。 

国語：３組   社会：１組と３組   数学：３組   

理科：２組   英語：１組     総合：３組 
４５点以上 １組：６人  ２組：８人  ３組：９人 

タバコの怖さを知りました。癌になり手術を
し、喉に穴が空いているのにタバコをやめられな
い人の動画や顔が変形してしまった人の写真を
見て、とても驚きました。タバコを吸うと癌にな
りやすくなり将来にも影響があったり、周囲の人
にも迷惑をかけたりするので、絶対に吸わないよ
うにしたいです。   （１組 Ｋ．Ｓ） 

タバコの害についてとてもよく分かりました。
タバコのニコチンというもので中毒になり、やめ
られなくなることが怖いと思いました。また、タ
バコの影響で肺がん等の自分の健康や体力の低
下につながったり、周囲の人の健康をも害したり
するので、絶対に吸わないようにしたいと思いま
した。         （２組 Ｈ．Ｍ） 

「G ｰ１グランプリを終えて」 今までの学習内容をみんなで復習することが
できてよかったです。教科によっては、もう少し点数がとれたテストもあった
ので、ぜひ次回は、今回以上に頑張りたいと思いました。特に英語では、単語
は覚えられるのですが、英文の理解ができていないところもあるので、重点的
に学習をし、45点以上を目指したいです。     （３組 Ｉ．Ｍ） 

〈企画をする学年生徒会〉 



私は、いつも大人はお金のた

めに働いていると思っていた

けれど、今日の講演を聴いて、

お金だけではなくて、自分の成

長や人のために頑張ったり、役

に立とうとしたりすることが

一番大切なのだと気付かされ

ました。そして、学校で学ぶ数

学や国語は、社会に出たときに

とても必要なことだと改めて

思うことができました。今回の

講演でいろいろなことを学ぶ

ことができたので、今日のこと

を忘れずに、社会に出たときや 

14 歳の挑戦で生かし

ていきたいと思いまし

た。（３組 Ｍ．Ｓ） 

 僕は、働くことの仕組みが分

かりました。店員や社員がお店

や会社の役に立つと、それは、

お客さんの役に立ちます。そし

て、お客さんがお店や会社を評

価すると、それは店員や社員の

評価になります。役に立つこと

と評価されることがイコール

になり、お客さんやお店が求め

ていることを考え、実行するこ

とで評価を上げることにつな

がることが分かりました。僕

は、お金を稼ぎたいという思い

も大切だけれども、やりがいも

あって、成長を実感できる仕事

に就きたいと思いました。 

（３組 Ｋ．Ｋ） 

社長の牧田さんの話の例は
ラーメン屋でした。ラーメン屋
はどこにでもあるので、とても
考えやすく、聞きやすかったで
す。僕は、仕事はお金をもらう
ためにするものだと思ってい
ましたが、仕事の価値観が変わ
りました。今日の講演を聴けた
お陰で、仕事はお金を稼ぐ以外
に、成長を実感できるものだと
分かりました。僕は、仕事をす
る時に、お金を稼ぐことを考え
るのではなく、成長して、どれ 
だけお店に貢献
できるかを考え
ていきたいと思
いました。 
（２組 Ｙ．Ｓ） 

私は、今まで自分の親や周り

の大人たちは、皆、お金を稼ぐ

ためだけに仕事に行っている

のかと思っていたけれど、違う

ということが分かりました。そ

して今、私たちが学校で学んで

いることは全て社会に出ると

きに必要なことで、私は今、夢

がないので将来何になるか分

かりません。だからいつどんな

夢ができても諦めなくてよい

ように、今、学校で学んでいる

ことを一生懸命に頑張り、自分

を成長させるために、たくさん

努力をし、それを行動にうつせ

るようにしたいです。  

（２組 Ｍ．Ｒ） 

◎１３歳の学び～生き方を学ぶ講演会～◎ 
令和４年２月１０日（木） 

演題：「なぜ働くの？」 

講師：株式会社 牧田組  

代表取締役社長 牧田 和樹 様 
 

 

 

 

 僕は、働くという行為をお店
にすると、それにつり合った給
料や評価を得るということは、
自分のお店に対しての努力次
第であることを知りました。だ
から、働くときは、どんなこと
が自分に求められているかを
考えたり、命令されたことを実
行する力を付けたりして、自分
が役に立ちたいと思いました。
できる力は、普段、学校で取り
組んでいることが基礎になる
ので、これからはいつもより実
行して、できる力を付けたいで
す。そして、14 歳の挑戦では、
心からありがとうと言われる
ために役に立つ行動をしたい
です。 （１組 Ｋ．Ｙ） 

 私は、働くことはとても大切

なことだと改めて思いました。

働いて給料をもらうことも大

切だけれど、一番大切なこと

は、お客さんの役に立つことだ

と分かりました。店で働き、お

客さんの役に立ち、必要とされ

る人間になることは、とても大

変なことだと思いますが、必要

とされる人になるために、しっ

かりと力を付けたいです。役に

立てるように、何が大切かを考

え、それを行動し、努力してい

きたいです。14 歳の挑戦でも、

しっかりと誰かの役に立ち、必

要とされる行動をとっていき

たいです。（１組 Ｔ．Ｒ） 


